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ま
え
が
き

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
、
欧
亜
（
日
本
と
独ど

　
い
つ逸

）
を
航
空
機
で
連
絡
し
よ
う
と
す
る
、
遠
大
な
計
画
が
あ
っ
た
。

企
画
し
た
の
は
、
満
洲
航
空
㈱
の
永
淵
三
郎
と
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
の
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
で
あ
り
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
） 

年
一
二
月
一
九
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
両
社
に
よ
る
「
日
満
独
航
空
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。「
日
独
防
共
協
定
」
が
締
結
さ
れ

た
二
四
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
航
空
協
定
に
よ
っ
て
、
日
独
両
国
は
、
計
画
の
実
施
に
つ
き
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
以
前
か
ら
、
す
で
に
独
逸
に
は
素
早
い
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
西
域
探
検
家
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
博
士
ら
に

よ
る
情
報
の
収
集
で
あ
り
、ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
系
の
航
空
会
社
「
欧
亜
航
空
公
司
」
の
中
国
上
海
で
の
設
立
、就
航
で
あ
っ
た
。

満
洲
航
空
は
、
関
東
軍
の
「
西
北
施
策
要
項
」
に
基
づ
い
て
、
内
蒙
古
の
ア
ラ
シ
ャ
ン
の
定て

い
え
ん
え
い

遠
営
と
、
オ
チ
ナ
に
中
継
飛

行
場
を
造
っ
て
い
く
。
当
初
の
計
画
で
は
、
甘

か
ん
し
ゅ
く
し
ょ
う

粛
省
・
安ア

ン
シ
ー西

と
新
疆
省
・
和ホ

ー
タ
ン闐

、
そ
こ
か
ら
パ
ミ
ー
ル
高
原
、
ワ
ハ
ー
ン
回

廊
を
飛
破
し
て
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
と
の
交
代
地
点
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
ま
で
到
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
安
西
は
東と

ん
が
ん干

の
馬
氏
軍
閥
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
は
、
馬
氏
軍
閥
対
策
に
腐
心
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ー
ト
が
「
綏す

い
え
ん遠

事
変
」
以
降
不
可
能
と
な
る
と
、
南
回
り
（
イ
ン
ド
経
由
）
ル
ー
ト
を
探
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、永
淵
満
洲
航
空
運
航
部
長
と
、ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
の
技
術
重
役
・
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
と
が
、い
つ
、ど
こ
で
会
い
、

まえがき
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ま
た
本
「
欧
亜
連
絡
航
空
計
画
」
の
案
を
ど
ち
ら
側
が
提
案
し
た
か
と
い

う
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
六
日
（
木
）、
ガ
ブ
レ
ン
ツ
は
自
ら
操
縦
桿

を
握
っ
て
、
ユ
ン
カ
ー
ス
JU
五
二
型
機
を
欧
亜
航
空
公
司
に
納
入
す
る
た

め
に
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
南
回
り
ル
ー
ト
で
上
海
・
龍
華
飛
行
場
に
到
着
し
た
。

同
月
二
八
日
（
金
）、
中
国
財
政
部
、
交
通
部
、
航
空
委
員
会
と
ユ
ン
カ
ー

ス
社
と
の
間
に
、
中
独
合
弁
の
航
空
機
・
エ
ン
ジ
ン
製
造
廠
公
司
設
立
に

関
す
る
契
約
が
調
印
さ
れ
た
。

当
時
、
永
淵
三
郎
は
、
前
年
、
満
洲
航
空
工
廠
長
を
退
任
し
、
運
航
部

長
に
就
任
し
て
い
て
、
比
較
的
自
由
に
行
動
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
九
月
に
永
淵
運
航
部
長
は
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
と
上
海

で
初
め
て
会
い
、
こ
の
航
空
計
画
を
話
し
合
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

永
淵
三
郎
首
班
の
満
洲
航
空
特
航
部
は
、「
日
満
独
航
空
協
定
」
に
よ
り
、

日
本
国
法
人
・
国
際
航
空
㈱
が
設
立
さ
れ
る
と
、
特
航
部
の
全
員
は
新
会

社
に
移
席
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
航
空
㈱
は
日
本
航
空
輸
送
㈱
と
合
併
し
、

大
日
本
航
空
㈱
と
い
う
巨
大
航
空
会
社
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
日
本
航
空
の
「
大
和
号
」
に
よ
る
シ
ャ
ム
国
、タ
イ
国
親
善
飛
行
、「
そ

よ
か
ぜ
号
」に
よ
る
イ
ラ
ン
国
へ
の“
天
皇
の
贈
り
物
”の
空
輸
、「
大
和
号
」

図 1：昭和 14 年、大日本航空によって展開された親善飛行（「乃木号」：シャム（現
タイ）1 月、イラン 4 月、イタリア 12 月訪問）
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に
よ
る
イ
タ
リ
ア
親
善
訪
問
飛
行
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
一
歩
一
歩
と
ベ
ル

リ
ン
を
め
ざ
し
て
近
づ
い
て
い
く
が
、
日
中
戦
争
の
激
化
に
伴
っ
て
、“
永

淵
構
想
”
―
欧
亜
連
絡
航
空
計
画
―
の
夢
は
次
第
に
凋し

ぼ

ん
で
い
く
。
昭

和
一
六
年
七
月
、
日
本
軍
に
よ
る
南
部
仏
印
進
駐
に
よ
り
、
南
方
航
空
輸

送
部
（
司
政
長
官
・
永
淵
三
郎
）
が
設
立
さ
れ
る
に
及
び
、
そ
の
夢
は
さ
ら

に
凋
ん
だ
。

そ
れ
で
も
陸
軍
は
、
そ
の
夢
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
東
京
帝
国
大
学
航

空
研
究
所
が
開
発
し
た
長
距
離
機
・
Ａ-

26
二
号
機
に
最
後
の
夢
を
託

し
た
。
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
六
月
三
〇
日
、
Ａ-

26
は
福ふ

っ
さ
　生

飛
行

場
を
飛
び
立
ち
、
南
方
総
軍
の
本
拠
地
・
昭
南
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
へ
向
か
っ

た
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
翼
を
休
め
、七
月
七
日
、ベ
ル
リ
ン
・
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー

フ
飛
行
場
へ
向
か
い
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
が
、
イ
ン
ド
洋
上
で
忽
然
と
そ

の
姿
を
消
し
た
。

そ
の
後
は
、
潜
水
艦
に
よ
る
訪
独
方
法
し
か
な
か
っ
た
が
、
到
着
数
、

帰
還
数
も
極
端
に
少
な
く
な
り
、
そ
れ
も
や
が
て
途
絶
え
た
。

民
間
航
空
界
の
巨
星
・
永
淵
三
郎
は
、
日
本
人
の
誰
も
が
軍
部
に
よ
っ

て
“
操
り
人
形
”
の
よ
う
に
操
ら
れ
て
い
た
当
時
、
む
し
ろ
軍
部
、
政
界
、

財
閥
を
動
か
し
て
、“
永
淵
構
想
”
の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
っ
た
。

図 2：昭和 18（1943）年 7 月、福
ふ っ さ

生飛行場からベルリンに向かった A-26 は、シ
ンガポールの昭南を飛び立ったまま、消息を絶った。
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満
洲
航
空
特
航
部
、
国
際
航
空
、
大
日
本
航
空
国
際
課
の
面
々
、
内
蒙
古
で
飛
行
場
を
建
設
し
て
い
た
満
洲
航
空
社
員

と
特
務
機
関
員
、
さ
ら
に
駱ら

く
だ駝

で
ガ
ソ
リ
ン
を
運
搬
し
て
い
た
満
洲
航
空
社
員
の
面
々
は
、「
日
の
丸
機
」
を
一
日
も
早
く
、

ベ
ル
リ
ン
で
飛
翔
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
黙
々
と
汗
と
血
を
流
し
た
。

ド
イ
ツ
の
敗
戦
、さ
ら
に
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、こ
の
“
永
淵
構
想
”
は
挫
折
し
た
が
、戦
後
の
日
本
の
民
間
航
空
業
界
で
、

永
淵
の
多
く
の
部
下
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、今
日
の
民
間
航
空
業
界
繁
栄
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
『
満
航
社
歌
』（
一
番
）

　

明
日
の
空
路
は　

崑コ
ン
ロ
ン崙

越
え
て

　

繋
ぐ
ア
ジ
ア
と　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

希
望
は
ば
た
く　

翼
の
も
と
に

　

平
和
の
ひ
か
り　

ふ
り
ま
こ
う

　

知
れ
よ　
　
　
　

わ
れ
ら
の
た
た
か
い
を

　

こ
こ
に
あ
り　
　

こ
こ
に
満
航
健
児

　

あ
あ　

大
空
に　

生
き
る
も
の

本
書
は
、
第
二
次
大
戦
の
拭
い
き
れ
な
い
悲
惨
と
お
ぞ
ま
し
さ
の
陰
で
、
大
空
に
ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
た
若
い
男
た
ち
の

冒
険
譚
で
あ
る
。
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り　

240

　

四　

オ
チ
ナ
旗
に
特
務
機
関
開
設
と
飛
行
場
建
設　
241

　

五　

オ
チ
ナ
旗
で
の
日
々
是
好
日　
245

　

六　

オ
チ
ナ
機
関
焼
失　
247

　

七　

暗
雲
立
ち
こ
め
る
オ
チ
ナ
旗　
251

　

八　

薊そ
　
け
ん
し
ょ
う

剣
嘯　
255

　

九　

全
金
属
製
大
型
機
「
国
光
号
」
オ
チ
ナ
へ
飛
来
す　
256

一
〇　

第
二
次
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
横
山
隊　
263

一
一　

ラ
マ
僧
に
託
し
た
「
若
山
敏
の
手
紙
」　

266

一
二　

オ
チ
ナ
へ
「
暁
号
」
出
動
す　

268

一
三　

田
中
参
謀
宛
、
オ
チ
ナ
情
報
報
告
（
寧
夏
省
）　

276

一
四　

オ
チ
ナ
機
関
と
第
二
次
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
横
山
隊
の
消
息
（
日
本
側
資
料
）　

279

一
五　

オ
チ
ナ
機
関
と
第
二
次
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
横
山
隊
の
消
息
（
中
国
側
資
料
『
李り

　
か
ん
え
ん

翰
園
手
記
』）　

284

一
六　

馬
步
康
の
行
動
の
謎　

292

一
七　

横
田
碌
郎
の
親
友
・
矢
野
光
二
宛
の
手
紙　
295

第
六
章
　
馬
将
軍
は
割
拠
す
　
298

　

一　

東ト
ン
ガ
ン干

（
回
族
）
と
は　

298
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二　

馬
氏
軍
閥
と
馬
仲
英　

299

　

三　

日
本
に
お
け
る
回
教
と
日
本
国
の
「
回
教
政
策
」　

306

　

四　

関
東
軍
の
馬
氏
軍
閥
へ
の
“
接
触
工
作
＂　
310

第
七
章
　
中
東
の
熱
風
の
た
だ
中
で
　

313

　

一　

満
洲
航
空
社
員
・
樋
口
正
治
夫
妻
と
平
野
稔
の
中
東
航
空
路
開
拓
の
辛
苦
な
旅　
313

　

二　

樋
口
夫
妻
と
平
野
稔
の
そ
の
後
の
活
動　
318

　

三　

樋
口
夫
人
の
名
前
が
判
明　

320

第
八
章
　「
日
の
丸
機
」
西
へ
飛
ぶ
　

324

　

一　

新
聞
社
主
催
の
海
外
へ
の
勇
飛　
324

　

１　

朝
日
「
初は

つ
か
ぜ風

号
」、「
東こ

ち風
号
」
に
よ
る
訪
欧
飛
行　

324

　

２　

朝
日
「
神か

み
か
ぜ風

号
」
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
訪
問　

325

　

３　

毎
日
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
に
よ
る
世
界
一
周　

326

　

二　

シ
ャ
ム
国
へ
の
親
善
の
翼　
327

　

三　
「
日
・
タ
イ
航
空
条
約
」
の
調
印
と
親
善
飛
行　

328

　

四　

大
日
本
航
空
「
そ
よ
か
ぜ
号
」“
天
皇
の
贈
り
物
＂
を
帯
え
て
、
イ
ラ
ン
へ
の
親
善
飛
行　
332

　

五　

大
日
本
航
空
「
大
和
号
」
ロ
ー
マ
へ
飛
ぶ　

340

　

六　

最
後
の
東
京 

―
ベ
ル
リ
ン
連
絡
飛
行

　
　
　
　
　

立
川
Ａ
‐
26
長
距
離
二
号
機
、
イ
ン
ド
洋
上
で
消
え
る　
342
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１　

東
京
帝
国
大
学
航
空
研
究
所
と
「
航
研
機
」　

342

２　

そ
の
計
画　

343

３　

Ａ
‐
26
機
の
開
発　

345

４　

Ａ
‐
26
二
号
機
、
福
生
飛
行
場
を
飛
び
立
つ　

347

５　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
昭
南
）
出
発
後
、
消
息
不
明　

348

６　

ド
イ
ツ
側
の
受
入
れ
体
制　

349

７　

そ
の
原
因　
351

８　

潜
水
艦
に
よ
る
訪
独
計
画
（
深
海
ル
ー
ト
）　

354

第
九
章 

欧
州
か
ら
「
富
士
山
」
を
目
指
し
て
飛
来
す
　

357

　

一　

欧
州
か
ら
の
訪
日
機　
357

　

二　

ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
機
、
日
本
へ
親
善
飛
来　
358

　

三　

最
後
の
訪
日
飛
行
―
イ
タ
リ
ア
空
軍
機
、
サ
ボ
イ
ア
・
マ
ル
ケ
ッ
テ
ィ
Ｓ
Ｍ
‐
75
型
機
、

　
　
　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ー
ト
を
飛
破
し
て
福
生
へ　

366

第
一
〇
章
　
空
の
架
け
橋
つ
な
が
ら
ず
　

372

　

一　

南
方
航
空
輸
送
部
（
南
航
）　

372

　

二　

諏
訪
航
空
株
式
会
社　
377

第
一
一
章
　
北
支
高
原
に
咲
き
乱
れ
る
罌け

し粟
の
花
　

379
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一　

興
亜
院
と
阿
片　
379

１　

興
亜
院　

379　

２　

興
亜
院
と
阿
片　

380

　

二　

関
東
軍
と
阿
片　

382

　

三　

昭
和
通
商
株
式
会
社
と
佐さ

し
ま
た
か
よ
し

島
敬
愛　

383

１　

昭
和
通
商
株
式
会
社　

383

２　

佐
島
敬
愛　

386

３　

昭
和
通
商
時
代　

390

４　

戦 

後　
395

第
一
二
章
　
空
の
巨
人
・
永
淵
三
郎
　

396

　

一　

生
い
た
ち　

396

　

二　

満
洲
航
空
社
員
か
ら
見
た
永
淵
三
郎
の
横
顔　

399

　

三　

永
淵
三
郎
の
ラ
イ
バ
ル
と
優
れ
た
部
下
達　

403

１　

永
淵
三
郎
と
安あ

べ邊
浩　

403

２　

永
淵
三
郎
の
優
れ
た
部
下
達　

405

　

四　

永
淵
三
郎
の
航
空
観　

408

　

五　

永
淵
三
郎
の
功
績　
412

　

六　

戦
後
の
永
淵
三
郎　
　
414
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余
　
滴
　

418

　

一　

日
本
航
空
機
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
に
よ
る
欧
州
線
開
設　

　
　
　

  

―
鶴
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
飛
翔
し
た　
418

　

二　

横
田
碌
郎
の
墓
参
と
ア
ル
バ
ム
出
現　

420

１　

墓 
参　

420

２　
「
横
田
ア
ル
バ
ム
」
出
現　

425

　

三　

蘭
州
に
散
っ
た
一
二
名
の
英
霊
へ
の
鎮
魂
行
と
、
ア
ラ
シ
ャ
ン
・
定
遠
営
、
包パ

オ
ト
ウ頭

探
訪　
427

１　

蘭
州
で
の
慰
霊　

427

２　

ア
ラ
シ
ャ
ン
の
定
遠
営
行　

432

３　

包
頭
行　

437

　

四　

平
成
二
〇
年
一
一
月
、
奉
天
・
北
陵
飛
行
場
探
索
行　

440

終
　
章
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）　
443

あ
と
が
き　
445

【
巻
末
資
料
】　

449

《
１
》
日
満
独
航
空
協
定
関
係　

449

　

１　

覚
書　

449
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２　

欧
亜
連
絡
定
期
航
空
協
定
に
関
す
る
協
定
（
全
文
）　

449

　

３　

大
島
大
使
館
附
武
官
文
書
（
全
文
）　

451

　

４　

航
空
次
官
ミ
ル
ヒ
大
将
文
書
（
全
文
）　

452

　

５　

満
洲
航
空
株
式
会
社
に
依
る
独
逸
航
空
器
材
購
入
に
関
す
る
覚
書　
452

《
２
》
閣
議
稟
議
書
関
係
　
452

　

１　

日
満
連
絡
航
空
路
ニ
関
ス
ル
件　
452

　

２　

日
独
航
空
連
絡
に
関
す
る
書
類
送
付
の
件
（
公
文
）　

453　
　

　

３　

対
独
蘇
航
空
連
絡
交
渉
要
領
案　
455

　
《
３
》
そ
の
他
の
文
書　
457

　
　「
満
航
欧
亜
航
空
連
絡
を
先
導
す
」
河
井
田
義
匡　
457　

【
主
要
参
考
文
献
】　

458

満
洲
航
空
関
連
年
表
　
467

さ
く
い
ん
　
477
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【
凡
例
】

一
、
本
文
中
の
敬
称
は
、
一
部
を
除
き
省
略
し
ま
し
た
。

一
、
人
物
の
肩
書
き
は
、
当
時
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

一
、
外
国
の
国
名
、
地
名
は
そ
の
当
時
の
呼
称
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

一
、「
支
那
」
は
原
則
と
し
て
「
中
国
」
と
し
た
が
、
当
時
の
固
有
名
詞
や
、
会
話
中
の
表
現
は
そ
の
ま
ま
「
支
那
」
と
表
現

　
　
　

し
ま
し
た
。

一
、「
カ
ー
ブ
ル
」
は
、一
般
的
に
「
カ
ブ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
、学
界
で
広
く
慣
用
さ
れ
て
い
る
「
カ
ー

　
　
　

ブ
ル
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

一
、「
オ
チ
ナ
」（
額
済
納
）
は
、
学
界
で
は
「
エ
ジ
ナ
」
の
呼
称
で
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
満
洲
航
空
で
一
般
的
に
使

　
　
　

用
さ
れ
て
い
た
「
オ
チ
ナ
」
の
呼
称
を
、
こ
こ
で
は
採
用
し
ま
し
た
。

一
、「
ホ
ー
タ
ン
」（
和
田
）
は
、学
界
で
は
「
ホ
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ホ
ー

　
　
　

タ
ン
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

一
、
な
お
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
会
話
や
文
字
を
で
き
る
だ
け
採
用
し
た
た
め
、
差
別
用
語
も
混
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　

し
た
。
ご
理
解
下
さ
い
。　
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満
洲
航
空
―
空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
夢
を
追
っ
た
永
淵
三
郎
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序
章
　
ベ
ル
リ
ン
で
の
円
卓
会
議

「
東
京
と
ベ
ル
リ
ン
と
の
間
の
真
中
は
ど
こ
だ
？
」

短
躯
で
角
張
っ
た
顔
の
大
島
浩
少
将
は
、
隣
席
の
谷
口
春
治
砲
兵
中
佐
に
訊
ね
た
。

「
そ
う
で
す
ね
。
ベ
ル
リ
ン
を
東
経
十
四
度
と
し
て
、
東
京
を
百
四
十
度
と
す
る
と
…
…
」

肩
巾
の
広
い
が
っ
ち
り
と
し
た
谷
口
中
佐
は
、
コ
ン
パ
ス
を
右
手
に
握
り
な
が
ら
計
算
を
始
め
た
。

「
東
経
七
十
七
度
で
す
」

谷
口
中
佐
は
素
早
く
顔
を
上
げ
て
、
出
席
者
全
員
の
顔
を
見
廻
し
た
。
通
訳
官
が
直
ち
に
、
ド
イ
ツ
語
に
通
訳
し
た
。

時
は
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
一
〇
月
の
某
日
。
ベ
ル
リ
ン
市
内
の
中
心
に
位
置
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
、
パ
リ

広
場
、
ポ
ツ
ダ
ム
駅
の
西
側
、
ノ
ウ
レ
ン
ド
ル
フ
地
区
の
日
本
大
使
館
陸
軍
駐
在
武
官
府
で
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
事
務
所
と
陸
軍
武
官
府
と
は
、
共
に
ノ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
プ
ラ
ッ
ツ
に
位
置

し
、徒
歩
で
五
分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
っ
た
。
こ
の
陸
軍
武
官
府
の
建
物
は
三
階
建
で
、元
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
画
家
の
所
有
で
あ
っ

た
が
、
ナ
チ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
を
始
め
る
と
、
す
ぐ
売
り
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
大
島
少
将
が
購
入
し
て
、
陸
軍
武
官
府

と
し
て
使
用
し
た
。



19

地
下
は
車
庫
で
、
一
階
は
事
務
所
、
二
階
は
公
邸
、
三
階
は
メ
イ
ド
が
使
用
し
た
。
二
階
に
は
無
類
の
酒
好
き
の
大
島
少

将
の
た
め
に
、
大
き
な
バ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ド
イ
ツ
軍
や
ナ
チ
ス
党
員
を
接
待
し
、“
武
官
外
交
”
に
励
ん
で
い
た
。

ベ
ル
リ
ン
で
、
新
年
早
々
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
の
会
議
は
、「
日
満
独
航
空
協
定
」
の
締
結
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

奉
天
か
ら
乗
り
込
ん
で
き
た
満
洲
航
空
（
株
）
運
航
部
長
・
永
淵
三
郎
と
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
技
術
重
役
・
カ
ー
ル
・
ア
ウ

グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ブ
レ
ン
ツ
（
男
爵
）
が
中
心
だ
っ
た
。

日
本
側
の
出
席
者
は
、
参
謀
肩
章
を
付
け
た
ド
イ
ツ
贔ひ

い
き屓

の
駐
ド
イ
ツ
大
使
館
付
陸
軍
武
官
・
大
島
浩
少
将
、
陸
軍
省
軍

務
局
の
谷
口
春
治
砲
兵
中
佐
（
陸
士
26
期
陸
大
第
35
期
）、
片
倉
衷
歩
兵
少
佐
（
陸
士
31
期
陸
大
第
40
期
）、
関
東
軍
航
空
課
長
・

今
西
六
郎
航
空
兵
中
佐
（
陸
士
27
期
陸
大
第
36
期
）、
関
東
軍
の
原
田
貞
憲
航
空
兵
少
佐
（
陸
士
31
期
陸
大
第
42
期
）、
そ
し
て
こ

の
遠
大
な
航
空
計
画
を
一
人
画
策
し
た
満
洲
航
空
の
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
永
淵
三
郎
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
側
は
、
フ
イ
ッ
シ
ュ

民
間
航
空
局
長
官
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
の
ウ
ロ
ン
ス
キ
ー
社
長
、
ゲ
ォ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
（
男
爵
）

企
画
部
長
、
そ
し
て
、
技
術
重
役
・
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
で
あ
る
。

片
倉
衷
歩
兵
少
佐
は
、
昭
和
三
年
、
陸
大
卒
業
後
、
支
那
課
へ
の
配
属
を
望
ん
で
い
た
が
、
歩
兵
第
二
七
連
隊
中
隊
長
と

し
て
赴
任
（
大
尉
）。
昭
和
五
年
八
月
、
関
東
軍
参
謀
附
と
な
り
、
満
洲
へ
渡
る
。
翌
年
一
〇
月
、
関
東
軍
参
謀
。
昭
和
七
年

八
月
か
ら
日
本
に
戻
り
、
第
一
二
師
団
参
謀
。
翌
年
八
月
、
参
謀
本
部
第
二
部
第
四
課
第
四
班
。
翌
昭
和
九
年
八
月
、
少
佐

に
昇
進
。
一
二
月
、
軍
務
局
附
（
兼
・
対
満
事
務
局
事
務
官
）、
昭
和
一
一
年
二
月
二
六
日
、「
二
・
二
六
事
件
」
で
反
乱
軍
に
頭

部
を
拳
銃
で
撃
た
れ
て
負
傷
。
同
年
八
月
、
軍
務
局
軍
務
課
員
（
満
洲
班
長
）。
昭
和
一
二
年
三
月
、
関
東
軍
参
謀
・
第
四
課

課
長
（
政
務
）。
昭
和
一
三
年
三
月
、
歩
兵
中
佐
。
昭
和
一
四
年
ま
で
満
洲
に
駐
在
。
し
た
が
っ
て
「
日
満
独
航
空
協
定
」
が

序章　ベルリンでの円卓会議
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締
結
さ
れ
た
時
点
で
は
、
す
で
に
日
本
側
の
中
心
人
物
の
一
人
で
、
関
東
軍
参
謀
・
四
課
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、“
永
淵
構
想
”

を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
片
倉
は
、
か
つ
て
「
満
洲
王
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

今
西
六
郎
中
佐
（
陸
士
27
期
陸
大
第
36
期
）
は
、
昭
和
一
一
年
八
月
一
日
附
で
、
関
東
軍
交
通
監
督
官
に
就
任
す
る
。
今
西

中
佐
は
、
満
洲
航
空
を
直
接
、
監
督
・
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

原
田
貞
憲
航
空
兵
少
佐
（
陸
士
31
期
陸
大
第
42
期
）
は
、
片
倉
衷
と
は
陸
軍
士
官
学
校
で
は
同
期
だ
っ
た
が
、
陸
軍
大
学
校

で
は
二
年
後
輩
で
あ
る
。
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
、
関
東
軍
参
謀
に
就
任
。
翌
々
年
、
一
二
月
一
一
日
、
中
佐
と
な
る
。

ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
は
席
を
立
ち
、
円
卓
の
内
側
の
地
図
の
前
に
進
み
、
こ
の
遠
大
な
欧
亜
連
絡
航
空
計
画
の
ル
ー
ト
を
説

明
し
始
め
た
。

白
い
細
長
い
棒
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー
フ
飛
行
場
か
ら
、
東
京
の
羽
田
飛
行
場
ま
で
の
一
三
、〇
〇
〇
キ
ロ
間

の
飛
行
場
―
ロ
ー
ド
ス
島
、
ダ
マ
ス
カ
ス
、
バ
ク
ダ
ッ
ト
、
テ
ヘ
ラ
ン
、
カ
ー
ブ
ル
ま
で
を
指
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
誰
も

が
知
っ
て
る
が
、
皆
の
視
線
は
男
爵
が
次
に
指
す
棒
先
に
集
ま
っ
た
。

そ
こ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
東
端
に
細
長
く
伸
び
て
い
る
ワ
ハ
ー
ン
回
廊
で
あ
る
が
、
中
国
、
新
疆
省
の
パ
ミ
ー
ル
高
原

に
か
ろ
う
じ
て
接
し
て
い
る
。
男
爵
は
、
こ
の
ワ
ハ
ー
ン
・
パ
ミ
ー
ル
ル
ー
ト
を
詳
細
に
説
明
す
る
と
、
皆
を
見
ま
わ
し
た
。

一
体
、
誰
が
こ
の
ル
ー
ト
に
眼
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
驚
く
。
こ
の
ル
ー
ト
を
飛
行
す
る
こ
と
は
、
英
領
イ
ン
ド
と
ソ

連
の
通
過
許
可
を
取
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

皆
の
眼
の
焦
点
は
、
広
い
会
議
室
の
足
元
の
床
に
敷
か
れ
て
い
る
、
白
い
帆
布
に
描
か
れ
た
欧
州
か
ら
中
国
ま
で
の
巨
大

な
地
図
の
西
端
・
パ
ミ
ー
ル
高
原
の
上
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
時
、
満
洲
航
空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
の
航
空
計
画
の
分
担
の
境
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界
線
は
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
と
決
定
さ
れ
た
。

「
パ
ミ
ー
ル
の
試
験
飛
行
は
、
来
年
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
社
で
や
る
。
俺
が
自
分
で
や
る
よ
」

ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
は
永
淵
に
囁さ

さ
や

い
た
。

「
我
々
も
内
蒙
古
に
、
新

し
ん
き
ょ
う
し
ょ
う

疆
省
に
飛
行
場
を
造
っ
て
い
く
」　

永
淵
も
小
声
で
、し
か
も
力
強
く
そ
れ
に
答
え
た
。
さ
ら
に
、愛
敬
の
あ
る
顔
付
き
の
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
は
、永
淵
に
言
っ
た
。

「
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
峠
の
気
象
観
測
所
は
、
我
社
で
早
急
に
造
る
。
君
の
会
社
の
乗
務
員
の
訓

練
は
す
べ
て
ベ
ル
リ
ン
で
や
る
か
ら
、
ケ
チ
ケ
チ
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
者
を
寄
越
し
た
ま
え
」

永
淵
が
、
苦
み
走
っ
た
顔
付
き
で
、
が
っ
ち
り
し
た
ウ
ロ
ン
ス
キ
ー
社
長
と
話
す
た
め
に
、
床
に
敷
い
て
あ
る
大
地
図
を

勢
い
よ
く
踏
ん
で
向
こ
う
側
の
席
に
移
る
と
、
痩
身
で
白
い
睫ま

つ
げ
 毛

の
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
企
画
部
長
は
、「
君
は
さ
か
ん

に
新

し
ん
き
ょ
う
し
ょ
う

疆
省
を
踏
む
ね
」
と
、
苦
笑
し
た
。

＊
序
章
の
記
述
は
、
ガ
ブ
レ
ン
ツ
著
『
Ｄ
・
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ　

パ
ミ
ー
ル
を
征
服
す
』
の
翻
訳
者
・
永
淵
三
郎
の
「
序
」
を
参
考
に
し
た
。

序章　ベルリンでの円卓会議
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あ
と
が
き

本
書
が
解
明
を
試
み
て
い
る
の
は
、
主
に
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
か
ら
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
ま
で
、
第
二
次
大

戦
の
前
夜
か
ら
終
結
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
七
、八
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
淵
三
郎
と
ガ
ブ
レ

ン
ツ
男
爵
と
が
描
い
た
遠
大
な
“
空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
”
―
「
欧
亜
連
絡
航
空
計
画
」
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
何
と
し
て
も
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て

調
査
し
、
書
き
続
け
て
き
た
。
気
が
つ
い
た
ら
、
既
に
二
〇
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。

私
は
、
一
九
八
六
年
四
月
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
・「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
12
日
間
の
旅
」
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
か
の
地
は
、

学
生
時
代
か
ら
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
“
西
域
”
で
あ
る
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
ウ
ル
ム
チ
、ト
ル
フ
ァ
ン
、甘
粛
省
・
敦
煌
、

安
西
、
酒
泉
、
嘉
峪
関
、
蘭
州
で
あ
っ
た
。
そ
の
旅
で
、
特
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
現
地
の
人
々
の
生
き
様ざ

ま

に
感
動
を

受
け
た
。
― 

物
は
貧
し
く
と
も
毎
日
を
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
る
の
が
窺
え
た
。
老
い
も
若
き
も
そ
の
眼
は
輝
い
て
い

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
人
生
観
が
変
わ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
、
日
本
に
も
バ
ブ
ル
が
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
翌
年
か
ら
、
一
人
な
い
し
数
人
で
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
入
り
だ
し
て
、
一
一
回
に
及
ん
だ
。
ホ
ー
タ
ン
絨
毯

の
二
三
〇
〇
年
前
か
ら
の
産
地
・
ホ
ー
タ
ン
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
易
の
重
要
地
点
・
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
、
中
・

パ
国
境
の
ク
ン
ジ
ュ
ラ
フ
峠
を
訪
れ
た
。
今
思
い
出
す
と
、
正
に
冒
険
旅
行
だ
っ
た
。
そ
れ
は
若
か
っ
た
か
ら
出
来
た
の
で

あとがき
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あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
中
国
緞
通
の
古
く
か
ら
の
産
地 

― 

甘
粛
省
・
蘭
州
寧
夏
回
族
自
治
区
・
銀
川
、
内
蒙
古
自
治
区
・

包
頭
な
ど
を
訪
れ
た
。

本
書
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
資
料
を
提
供
さ
れ
た
方
々
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
永
淵
三
郎
の
長
男
・
一
郎
氏
、
さ
ら
に
、「
永
淵
構
想
」

に
直
接
係
わ
っ
た
比
企
久
男
氏
、
平
野
稔
氏
な
ど
の
数
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
特
に
二
人
の
方
を
揭

げ
た
い
。
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
イ
ン
博
士
の
世
界
的
研
究
家
・
金
子
民
雄
氏
と
、（
社
）
日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
・
春
日
行
雄
会
長

で
あ
る
。

ホ
ー
タ
ン
・
オ
ア
シ
ス
で
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
八
八
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
絨
毯
工
場
と
絹
工
場
を
経
営

し
て
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
カ
レ
キ
ン
・
モ
ル
ド
ヴ
ァ
ッ
ク
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
が
、
金
子
氏
は
カ
レ
キ
ン
が
登
場
す
る

『
ド
イ
ツ
・
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ 

パ
ミ
ー
ル
翔
破
』（
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ブ
レ
ン
ツ
著
・
永
淵
三
郎
訳
／
自
刊
）
を
紹

介
し
て
下
さ
っ
た
。
本
書
に
は
、
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
機
が
、
西
安
か
ら
の
帰
路
ホ
ー
タ
ン
近
郊
に
不
時
着
し
、
男
爵
ら
三
名

は
ホ
ー
タ
ン
で
四
週
間
軟
禁
さ
れ
た
。
最
初
に
通
訳
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
カ
レ
キ
ン
・
モ
ル
ド
ヴ
ァ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の

面
白
い
物
語
を
知
り
、
爾
後
、
調
べ
続
け
て
今
日
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
金
子
氏
は
、
カ
レ
キ
ン
・
モ
ル
ド
ヴ
ァ
ッ
ク
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ン
』（
ニ
ル
ス
・
ア
ン
ボ
ル
ト
著
、

水
野
亮
訳
／
東
京
堂
、
一
九
四
二
）
の
原
書
に
、
カ
レ
キ
ン
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
と
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
早
速
、
国
立

国
会
図
書
館
で
、
同
書
か
ら
写
真
を
複
写
し
た
。

春
日
会
長
は
、
戦
前
、
内
蒙
古
に
設
立
さ
れ
た
善
隣
協
会
の
「
興
亜
義
塾
」
の
第
一
期
生
で
、
満
洲
医
学
校
を
出
た
後
、

モ
ン
ゴ
ル
に
抑
留
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
前
掲
の
協
会
の
二
代
目
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、
最
も
モ
ン
ゴ
ル
に
造
詣
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の
深
い
方
で
あ
る
。
春
日
会
長
か
ら
、
関
東
軍
の
機
密
資
料
、
内
蒙
古
に
関
す
る
多
く
の
資
料
、
保
管
さ
れ
て
い
る
「
横
田

碌
郎
ア
ル
バ
ム
」
を
拝
見
し
、
今
で
は
入
手
困
難
な
特
務
機
関
員
の
著
書
（
自
刊
）、
お
よ
び
京
都
府
立
大
学
・
若
松
寛
名
誉

教
授
の
論
文
『
オ
チ
ナ
機
関
の
最
後
』
の
コ
ピ
ー
を
頂
戴
し
た
。

あ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
は
、「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
く
の
は
楽
し
い
。
し
か
し
、
辛
苦
を
伴
う
」、「
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
は
、
目
と
耳
と
足
で
書
け
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
目
で
資
料
を
読
み
、
耳
で
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
、
足
で
現
地

を
歩
け
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
正
に
、
本
書
は
結
果
的
に
そ
の
手
法
で
書
い
た
こ
と
に
な
っ
た
。

聞
き
書
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
多
く
に
方
々
は
、
出
版
を
待
た
ず
に
し
て
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
九
〇

歳
前
後
の
ご
長
命
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
意
味
で
は
ギ
リ
ギ
リ
の
時
期
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
多
く
の
事
項
を
お
聞
き

し
て
お
け
ば
と
、
今
に
な
る
と
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

拙
稿
を
世
に
出
し
て
下
さ
っ
た
論
創
社
・
森
下
紀
夫
社
長
、
編
集
部
長
・
松
永
裕
衣
子
さ
ん
、
嘱
託
・
山
縣
淳
男
氏
に
対
し
て
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
五
・
一
一
・
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

杉
山　

徳
太
郎
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《
主
要
協
力
者
へ
の
お
礼
》

本
書
の
執
筆
に
当
た
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
主
な
方
々
の
お
名
前

を
印
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
音
順
で
す
）

赤
木　
　

毅　
　

作
家
（
本
名
・
大
木　

毅
）

岩
本　

教
裕　
　

長
福
寺
第
五
十
五
世
住
職

江
川　

淑
夫　
　

元
・
ミ
ネ
ベ
ア
常
務
、
元
・
コ
ニ
カ

　
　
　

常
務

春
日　

行
雄　
　

社
団
法
人
日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
会
長

金
子　

民
雄　
　

歴
史
家

小
島　

英
俊　
　

旅
行
史
、
交
通
史
研
究
家

児
玉
香
菜
子　
　

千
葉
大
学
准
教
授

古
曳　

正
夫　
　

ハ
ル
ブ
ー
ザ
会
主
宰

澤
井　

充
生　
　

首
都
大
学
東
京
助
教

椎
木　
　

晃　
　

満
洲
航
空
椎
木
甚
一
機
関
士
子
息

重
松　

伸
司　
　

追
手
門
学
院
大
学
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

　
　
　

ア
ジ
ア
研
究
所
所
長

田
辺　

義
明　
　

社
会
学
者

永
淵　

一
郎　
　

永
淵
三
郎
長
男
、
元
毎
日
新
聞
記
者

二
宮
洋
太
郎　
　

前
中
央
パ
ミ
ー
ル
研
究
会
主
宰

平
位　
　

剛　
　

医
師
、
広
島
大
学
医
学
部
山
岳
会
、　

　
　
　

パ
ミ
ー
ル
遠
征
隊
長

比
企　

久
男　
　

元
・
満
洲
航
空
機
関
士

平
野　
　

稔　
　

元
・
航
空
施
設
㈱
社
長
、
会
長

堀　
　
　

直　
　

甲
南
大
学
名
誉
教
授

松
田
徳
太
郎　
　

建
築
家
。
中
央
パ
ミ
ー
ル
研
究
会
員
。

宮
澤　

正
幸　
　

拓
殖
大
学
客
員
教
授

岩
波
書
店
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満洲航空―空のシルクロードの夢を追った永淵三郎

杉山徳太郎（すぎやま・とくたろう）

1941（昭和 16）年、東京都千代田区生まれ。立教大学法学部卒業。京都に本社のあ
る㈱川島織物に３年間勤務後、1912 年創業の家業の室内装飾業を継ぎ、㈱スガハラ
の三代目。
1986（昭和 61）年より中国を訪れ、新疆ウィグル自治区 11 回を含め、18 回調査旅
行を実施した。
主な著書：

『維吾爾（ウイグル）絨毯文様考』（源流社刊、1991）
『ホータン手織絨毯選集』（国書刊行会刊、2008〔平成 20〕、日本図書館協会選定図書）。
主な論文：

「絨毯漫遊記」（日本手織絨毯研究会〔現在解散〕の季刊会報に 24 回連載。
「Carpets of the Big Horse Revisited」（ロンドンで発行の絨毯専門誌『HALI』  
vol.136 の〈FORUM〉欄に投稿。

『中央ユーラシアを知る事典』（平凡社刊、2005 年）の中の「絨毯」の項目を執筆。
主な研究発表・講演：

「ホータン絨毯の変遷について―清朝第六代乾留帝から新中国成立まで―」（奈良女
子大学院生による自主公開ゼミで）


